
項 ⽬ 内 容

名称 バナジウム [英]Vanadium [学名]-

概要 バナジウムは、⼈での必須性が認められてはいないが⽣体内で健康に役⽴つ作⽤があ

ると考えられている超微量元素で、種々の化学形態が存在する。多く含む⾷品として

マ ッシュルーム、エビやカニ、⿊コショウ、パセリ、ディルなどがあり、飲料にも微

量含まれている場合がある。通常の⾷事からは6〜18μg/⽇摂取し、その5％が体内に

吸収されると⾒積もられている。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・元素記号Ｖ、原⼦番号23、原⼦量50.94。バナジウムは種々の化学形態をとり、

硫酸バナジウム (硫酸バナジル) 、メタバナジン酸塩、オルトバナジン酸塩などがあ

る。五酸化バナジウムは有毒であるとの報告がある。

分析法 ・⾼周波誘導結合プラズマ質量分析 (ICP-ME) により分析された報告がある

(PMID:15612762) 。

有効性

ヒ

ト

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=15612762&dopt=Abstract


で

の

評

価

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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